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咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2025に基づく
リフヌアの意義

第65回日本呼吸器学会学術講演会
The 65th Annual Meeting of The Japanese Respiratory Society
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※ライブ配信・オンデマンド配信はございません。

●本セミナーのご参加には本学術講演会への参加登録が必要です。
　参加登録方法は、本会WEB サイト　
　（https://www.jrs.or.jp/jrs65/）をご確認ください。
　
●整理券の配布はございません。

実臨床における難治性慢性咳嗽診療
ーリフヌアの位置づけと症例像ー

咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2025改訂のポイント
ー難治性慢性咳嗽とClinical Question（CQ）を中心にー
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